
地域連携推進会議：ホームさくら 

                           令和 8 年 3 月 19 日 

                            地域生活拠点 支援 C 桜川  

会議室 

 

参加者 

M.K（利用者）・H.I（利用者家族）・A.S（地域）・F.Y（福祉） 

M.Y（経営）・宮崎建志（ホーム管理者） 

 

会議次第 

１、地域連携推進会議について 

  説明 

 

２、自己紹介 

   

３、法人について 

  法人の沿革 

  法人事業について 

法人ホームについて 

 

４．ホームさくらについて 

 

5、ホーム見学 

  ホームさくら 

 

6、意見交換 

M.K（利用者） 

ホームの生活がいい。みんなと仲良く暮らしている。 

暮らしやすいし楽しい。また外出も行きたい。 

 

H.I（利用者家族） 

コロナウイルスもあって、久しぶりにホームに来た。 

穏やかにリラックスして生活できている姿に触れられた。 

直ぐ近くに病院があるのも安心につながる。 

 



A.S（地域） 

居室も広くいい環境である。 

高齢の方も多くなかなか地域行事に参加しにくい状況が分かったが、去年は複数回、除草

作業に参加され今後も交流したい。 

地域の住民として顔を合わせ知っていることが大切である。 

 

F.Y（福祉） 

年齢層の高いホームということで、自分が入居するとしても馴染みやすい環境であると感

じた。トイレの数も多く（3 つ）車いすも使える作りになっていた。 

高齢の方が多いことで、食事の形態も随分と違う。なかなか大変なことである。 

 

M.Y（経営） 

ホーム毎にそれぞれ違う。特徴があることが分かり、それを支える職員の苦労も知ること 

ができた。 

 

 

 


